
学校番号 ２０７ 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

FLEX Ⅰ English Communication・

Listening Laboratory Standard

α・英単語 stock3000 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話す」、「書く」、「聞く」、「読む」という４技能の力をつけ、英語を通じて積極

的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけることを目標としています。そのため聞いたり読んだりしたこ

とを基に、情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業中の活動に積極的に参加する意

欲を持って臨んで欲しいです。 

・教科書に出てくる文法事項や言語表現を使って自分の考えを表現する言語運用能力だけでなく、教材を通して得られる

様々な情報や知識を基に考え、自分の思いをまとめ、そしてそれを伝えようとする姿勢を身につけて欲しい。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけ練習していきましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英文法」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 

科

目・

評価 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科

目・

評価 

◆知識や経験に基づ

き、情報や考えに
ついて、話しあっ
たり意見の交換を

したりすることが
できる。 

◆事実と意見を区別

して話すことがで
きる。 

◆与えられた話題に

ついて即興で話す
ことができる。 

◆リズムやイントネ

ーションなどの英
語の音声的な特徴
に注意しながら話

すことができる。 

 

コ ミ

ュ 英

Ⅰ 

・イン

タ ビ

ュ ー

テ ス

ト 

・レシ

テ ー

シ ョ

ン 

◆知識や経験に基づ

き、情報や考えな

どについて、簡潔

に書くことができ

る。 

◆内容の要点を示す

語句やつながりを

示す語句などに注

意しながら書くこ

とができる。 

◆事実と意見を区別

して書くことがで

きる。 

英文法 

・ 定 期

考査 

 

コ ミ ュ

英Ⅰ 

・ 定 期

考査 

 

◆情報や考えの概要を

とらえることができ

る。 

◆情報や考えなどの要

点や詳細をとらえる

ことができる。 

◆事実と意見を区別し

て聴くことができ

る。 

◆リズムやイントネー

ションなどの英語の

音声的な特徴に注意

しながら聴くことが

できる。 

コ ミ ュ

英 I 

リスニ

ン グ テ

スト 

 

◆情報や考えの概要を

捉える事がでいる。 

◆情報や考えの要点や
詳細をとらえること

ができる。 

◆事実と意見を区別し
て聴くことができ

る。 

◆聴き手に伝わるよう
に音読することがで

きる。 

◆内容の要点を示す語

句やつながりを示す

語句などに注意しな

がら読むことができ

る。 

 

コミュ

英 I 

・定期

考査 

・音読

テスト 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

Washoku― 

Japanese 

Food 

Culture 

(９時間) 

和食の無形文

化遺産登録に

関する英文を

読み，和食に対

する理解を深

める。政府が和

食の文化遺産

登録に向けて

活動した理由

を知り，日本文

化についての

興味関心を生

徒に持たせる。 

言語の機能面

では，5 文型／

to-不定詞（名

詞的用法）など

を意識しなが

ら読み，用法へ

の理解を深め

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. 和食について，知ってい

ることを発言しようとした

り，聞こうとしたりする。 

b. 海外で提供されている

「和食」について自分なり

に考えた意見を発言しよう

としたり，しっかり聞こう

としたりする。 

・単元の内容に興味を持ち、理

解を深める 

・ペアワークやグループワーク

において積極的に自分の考えを

述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めているか。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて積極的に自分の

考えを述べているか。 

・ペアやグループでの言語活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 

a. 基本的な英語の文の形

（5 文型）／to-不定詞（名

詞的用法） を用いて，正し

い文を書くことができる。 

b. 本文の内容を簡潔にまと

めて話す／書くことができ

る。 

c. 本文を読んで，自分の意

見を話す／書くことができ

る。 

・英語での質問に適切に解答

す 

る。 

・ペアワークやグループワー

クにおいて自分の考えを表

現する。 

・学習した文法事項を用いて

自分の考えを表現する。 

 

・英語での質問に適切に解

答しているか。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて自分の考え

を表現しているか。 

・学習した文法事項を用い

て自分の考えを表現す

る。 

・ペアやグループでの言語活動を

観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキングのテ

スト（TT で実施予定）。 

「外国語理解の能力」 

a. 和食がユネスコの無形文

化遺産に登録された理由が

理解できる。 

b. 無形文化遺産登録後に日

本で起こった変化が理解で

きる。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問

いに対し，本文の流れを的

確に把握して答えることが

できる。 

d. 導入 Pre-reading 

Questions・脚注 Listening 

Quiz を聞き取り，問題に答

えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関する

テスト 

・パラグラフごとの大意を日

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理解

しているか。 

・ワークシート等による内

容の整理と理解ができて

いるか。 

・パラグラフごとの大意を

日本語でまとめられる

か。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 基本的な英語の文の形（5 文

型）／to-不定詞（名詞的用

法） の用法を理解している。 

b. 脚注や KEY LANGUAGE 

の表現を理解している。 

c. 和食の材料や特徴について

の知識がある。 

英文中で用いられている意味

や用法を理解する。 

英文中で用いられている意

味や用法を理解している

か。 

・小テスト 

・定期テスト 

Lesson ２ 

Different 

Bottles, 

Different 

Names 

(９時間) 

プラスチック

ボトルとリサ

イクルに関す

る英文を読み，

日本でペット

ボトルという

呼び方が普通

になっている

理由について

考える。言語の

機能面では，現

在完了形／to-

不定詞／動名

詞を意識しな

がら読み，用法

への理解を深

める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. ペットボトルについて，

知っていることや思ってい

ることを発言しようとした

り，聞こうとしたりする。 

b. リサイクルについて，自

分で調べてきたことを発言

しようとしたり，しっかり

聞こうとしたりする。 

・単元の内容に興味を持ち、

理解を深める 

・ペアワークやグループワー

クにおいて積極的に自分の考

えを述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めているか。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて積極的に自分

の 

考えを述べているか。 

・ペアやグループでの言語活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 

. 現在完了形／to-不定詞

（形容詞的用法・副詞的用

法）／動名詞 を用いて，

正しい文を書くことができ

る。 

b. 本文の内容を簡潔にまと

めて話す／書くことができ

る。 

c. 本文を読んで，自分の意

見を話す／書くことができ

・英語での質問に適切に解答

す 

る。 

・ペアワークやグループワー

クにおいて自分の考えを表

現する。 

・学習した文法事項を用いて

自分の考えを表現する。 

 

・英語での質問に適切に解

答しているか。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて自分の考え

を表現しているか。 

・学習した文法事項を用い

て自分の考えを表現す

る。 

・ペアやグループでの言語活動を

観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキングのテ

スト（TT で実施予定）。 



る。 

 

「外国語理解の能力」 

a. なぜ日本で「ペットボト

ル」の呼び名が一般的なの

かが理解できる。 

b. 日本における「ペットボ

トル」のリサイクルの現状

が理解できる。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問

いに対し，本文の流れを的

確に把握して答えることが

できる。 

d. 導入 Pre-reading 

Questions・脚注 Listening 

Quiz を聞き取り，問題に答

えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関する

テスト 

・パラグラフごとの大意を日

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理解し

ているか。 

・ワークシート等による内容

の整理と理解ができている

か。 

・パラグラフごとの大意を日

本語でまとめられるか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 現在完了形／to- 不定詞

（形容詞的用法・副詞的用

法）／動名詞 の用法を知

っている。 

b. 脚注や KEY 

LANGUAGE の表現を理解

している。 

c. ペットボトルや環境問題

についての知識がある。 

英文中で用いられている意味

や用法を理解する。 

英文中で用いられている意味

や用法を理解しているか。 

・小テスト 

・定期テスト 

 
単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

The 

Adventures 

of Ishikawa 

Naoki 

(９時間) 

冒険家であり，

写真家でもあ

る石川直樹の

活動に関する

英文を読み，活

動の原点とな

った高校時代

のインド旅行

や，7 大陸最高

峰への挑戦を

通じて，視野を

広げ，世界に目

を向ける大切

さを学ぶ。言語

の機能面では，

関係代名詞／

分詞の形容詞

的用法などを

意識しながら

読み，用法への

理解を深める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. 行ってみたい国につい

て，知っていることや思っ

ていることを発言しようと

したり，聞こうとしたりす

る。 

b. 外国に行く利点・注意に

ついて自分で調べてきたこ

とを発言しようとしたり，

しっかり聞こうとしたりす

る。 

・単元の内容に興味を持ち、理

解を深める 

・ペアワークやグループワーク

において積極的に自分の考え

を述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めている

か。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的

に自分の考えを述べて

いるか。 

・ペアやグループでの言語活

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 

a. 関係代名詞／分詞の形容

詞的用法 を用いて，正し

い文を書くことができる。 

b. 本文の内容を簡潔にまと

めて話す／書くことができ

る。 

c. 本文を読んで，自分の意

見を話す／書くことができ

る。 

・英語での質問に適切に解答す 

る。 

・ペアワークやグループワーク

において自分の考えを表現す

る。 

・学習した文法事項を用いて自

分の考えを表現する。 

 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語活

動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキング

のテスト（TT で実施予

定）。 

「外国語理解の能力」 

a. インド旅行が石川直樹氏

にどんな影響を与えたか理

解できる。 

b. インド旅行から帰国した

あとのいきさつが理解でき

る。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問

いに対し，本文の流れを的

確に把握して答えることが

できる。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容の

整理と理解。・英文の音読 

・単語、語句、内容に関するテ

スト 

・パラグラフごとの大意を日本

語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理

解しているか。 

・ワークシート等による

内容の整理と理解がで

きているか。 

・パラグラフごとの大意

を日本語でまとめられ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 



a. 関係代名詞／分詞の形容

詞的用法 を知っている。 

b. 脚注や KEY 

LANGUAGE の表現を理解

している。 

c. 外国についての知識があ

る。 

英文中で用いられている意味や

用法を理解する。 

英文中で用いられている

意味や用法を理解してい

るか。 

・小テスト 

・定期テスト 

Lesson ４ 

Bright 

Stars in a 

Dark 

Sky―Tekapo 

(９時間) 

ニュージーラ

ンドのテカポ

に関する英文

を読み，テカポ

という町がな

ぜ特別なのか

を理解し，美し

い夜空を保つ

ための人々の

努力，また環境

問題と人々の

生活について

考える。言語の

機能面では， 

It seems that

… (seem to 

do...) ／過去

完了形／過去

完了進行形を

意識しながら

読み，用法への

理解を深める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. ニュージーランドについ

て，知っていることや思って

いることを発言しようとし

たり，聞こうとしたりする。 

b. テカポについて自分で調

べてきたことを発言しよう

としたり，しっかり聞こうと

したりする。 

・単元の内容に興味を持ち、理

解を深める 

・ペアワークやグループワーク

において積極的に自分の考え

を述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めている

か。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的

に自分の考えを述べて

いるか。 

・ペアやグループでの言語活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 

a. It seems that...(seem to 

do...) ／過去完了形／過去完

了進行形 を用いて，正し

い文を書くことができる。 

b. 本文の内容を簡潔にまと

めて話す／書くことができ

る。 

c. 本文を読んで，自分の意

見を話す／書くことができ

る。 

・英語での質問に適切に解答す 

る。 

・ペアワークやグループワーク

において自分の考えを表現す

る。 

・学習した文法事項を用いて自

分の考えを表現する。 

 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語活

動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキング

のテスト（TT で実施予

定）。 

「外国語理解の能力」 

a. テカポの夜空が世界遺産に

推薦された理由が理解でき

る。 

b. テカポの夜空が世界遺産に

推薦されるまでのいきさつが

理解できる。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問い

に対し，本文の流れを的確に

把握して答えることができ

る。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容の

整理と理解。・英文の音読 

・単語、語句、内容に関するテ

スト 

・パラグラフごとの大意を日本

語でまとめる。 

・単語・語句の意味を

理解しているか。 

・ワークシート等によ

る内容の整理と理解

ができているか。 

・パラグラフごとの大

意を日本語でまとめ

られるか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. It seems that … (seem to 

do...) ／過去完了形／過去完了

進行形  の用法を知っている。 

b. 脚注や KEY LANGUAGE 

の表現を理解している。 

c. 環境問題や世界遺産につい

ての知識がある。 

 

英文中で用いられている意味や

用法を理解する。 

英文中で用いられてい

る意味や用法を理解し

ているか。 

・小テスト 

・定期テスト 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

The Story 

of Amazing 

Grace 

(１０時間) 

世界中で親し

まれている名

曲『アメイジン

グ・グレイス』

に関する英文

を読み，その誕

生の経緯と作

詞者のジョン・

ニュートンが

込めた想い，そ

して音楽のも

つ力について

考える。言語の

機能面では，受

動態の完了形

／関係副詞な

どを意識しな

がら読み，用法

への理解を深

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. 『アメイジング・グレイス』に

ついて，知っていることを発言

しようとしたり，聞こうとした

りする。 

b. 本田美奈子さんについて，自分

で調べてきたことを発言しよう

としたり，しっかり聞こうとし

たりする。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深める 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて積極的に自

分の考えを述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めている

か。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的

に自分の考えを述べて

いるか。 

・ペアやグループでの言語

活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 
a. 受動態の完了形／関係副詞  を

用いて，正しい文を書くことがで

きる。 

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話

す／書くことができる。 

c. 本文を読んで，自分の意見を話

す／書くことができる。 

 

 

 

・英語での質問に適切に解

答す 

る。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて自分の考え

を表現する。 

・学習した文法事項を用い

て自分の考えを表現す

る。 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語

活動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキン

グのテスト（TT で実施

予定）。 



める。  

「外国語理解の能力」 
a. 『アメイジング・グレイス』がな

ぜ日本でも人気があるのかが理解

できる。 

b. ジョン・ニュートンの人生を変え

た出来事からその後のいきさつが

理解できる。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して

答えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習

する。 

・ワークシート等による内

容の整理と理解。・英文の

音読 

・単語、語句、内容に関す

るテスト 

・パラグラフごとの大意を

日本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理

解しているか。 

・ワークシート等による

内容の整理と理解がで

きているか。 

・パラグラフごとの大意

を日本語でまとめられ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. 『アメイジング・グレイス』が

なぜ日本でも人気があるのかが理

解できる。 

b. ジョン・ニュートンの人生を変

えた出来事からその後のいきさつ

が理解できる。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して

答えることができる。 

英文中で用いられている意

味や用法を理解する。 

英文中で用いられている

意味や用法を理解してい

るか。 

・小テスト 

・定期テスト 

Lesson ６ 

The  Dark 

Side of 

Diamonds 

(１０時間) 

アフリカの国

シエラレオネ

の貧困の理由

のひとつ，通称

「血のダイヤ

モンド」に関す

る英文を読み，

紛争に巻き込

まれた人々の

心情や国連の

行動，また子ど

もたちのこれ

からの未来に

ついて考える。

言語の機能面

では，現在分詞

を用いる分詞

構文／S＋V＋

現在分詞など

を意識しなが

ら読み，用法へ

の理解を深め

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. ダイヤモンドについて，知って

いることや思っていることを発

言しようとしたり，聞こうとし

たりする。 

b. シエラレオネについて，自分で

調べてきたことを発言しようと

したり，しっかり聞こうとした

りする。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深める 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて積極的に自

分の考えを述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めている

か。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的

に自分の考えを述べて

いるか。 

・ペアやグループでの言語

活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 
a. 現在分詞を用いる分詞構文／S

＋V＋現在分詞 を用いて，正し

い文を書くことができる。 

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話

す／書くことができる。 

c. 本文を読んで，自分の意見を話

す／書くことができる。 

・英語での質問に適切に解

答す 

る。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて自分の考え

を表現する。 

・学習した文法事項を用い

て自分の考えを表現す

る。 

 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語

活動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキン

グのテスト（TT で実施

予定）。 

「外国語理解の能力」 
a. あるダイヤモンドがなぜ「血の

ダイヤモンド」と呼ばれるのかが

理解できている。 

b. 「血のダイヤモンド」に対する

国連の対策とその効果が理解でき

ている。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して

答えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習

する。 

・ワークシート等による内

容の整理と理解。・英文の

音読 

・単語、語句、内容に関す

るテスト 

・パラグラフごとの大意を

日本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理

解しているか。 

・ワークシート等による

内容の整理と理解がで

きているか。 

・パラグラフごとの大意

を日本語でまとめられ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 現在分詞を用いる分詞構文／S

＋V＋現在分詞 の用法を知って

いる。 

b. 脚注や KEY LANGUAGE の表

現を理解している。 

c. シエラレオネやキンバリー・プ

ロセスに関する知識がある。 

英文中で用いられている意

味や用法を理解する。 

英文中で用いられている

意味や用法を理解してい

るか。 

・小テスト 

・定期テスト 

Lesson ７ 

Ice Cream 

That 

Doesn't 

Melt 

(１０時間) 

大学の卒業論

文のテーマと

して老人向け

の「溶けないア

イスクリーム」

を研究課題に

選んだ女子大

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. 大学の卒業論文について，知っ

ていることや思っていることを

発言しようとしたり，聞こうと

したりする。 

b. 老人用の食品について，自分で

調べてきたことを発言しようと

したり，しっかり聞こうとした

りする。 

 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深める 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて積極的に自

分の考えを述べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めている

か。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的

に自分の考えを述べて

・ペアやグループでの言語

活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 



学生に関する

英文を読み，粘

り強く努力す

ることや，大学

で学ぶ意味に

ついて考える。

言語の機能面

では，分詞を用

いた慣用表現

／ It is [was] 

～ that…(強

調構文) など

を意識しなが

ら読み，用法へ

の理解を深め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるか。 

「外国語表現の能力」 
a. 分詞を用いた慣用表現／It is 

[was] ～ that…(強調構文) を

用いて，正しい文を書くことが

できる。 

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話

す／書くことができる。 

c. 本文を読んで，自分の意見を話

す／書くことができる。 

・単語・語句を口頭で練習

す 

る。 

・ワークシート等による内

容 

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関す

る 

テスト 

・パラグラフごとの大意を

日 

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理 

解しているか。 

・ワークシート等による 

内容の整理と理解ができ 

ているか。 

・パラグラフごとの大意 

を日本語でまとめられる 

か。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語理解の能力」 
a. 大学生たちがアイスクリームの

研究をするに至ったいきさつが理

解できている。 

b. 大学生たちがどのように「溶け

ないアイスクリーム」を作ったか

が理解できている。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して

答えることができる。 

・英語での質問に適切に解

答す 

る。 

・ペアワークやグループワ

ークにおいて自分の考え

を表現する。 

・学習した文法事項を用い

て自分の考えを表現す

る。 

 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語

活動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキン

グのテスト（TT で実施

予定）。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. 分詞を用いた慣用表現／It is 

[was] ～ that…(強調構文) の

用法を知っている。 

b. 脚注や KEY LANGUAGE の表

現を理解している。 

c. 老人用介護食に関する知識があ

る。 

英文中で用いられている意

味 

や用法を理解する。 

英文中で用いられている 

意味や用法を理解してい 

るか。 

・小テスト 

・定期テスト 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 

単元の評価規
準 

評価方法 

Lesson ８ 

The World 

of Haiku 

(１０時間) 

英語での俳句

に関する英文

を読み，俳句に

関する知識と，

海外での俳句

の人気及びそ

の影響につい

て考える。言語

の機能面では，

助動詞＋受動

態／仮定法過

去などを意識

しながら読み，

用法への理解

を深める。ま

た，実際に自分

で英語の俳句

を書いてみる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. 俳句について，知っていること

や思っていることを発言しようと

したり，聞こうとしたりする。 

b. 英語の俳句について，自分で調

べてきたことを発言しようとした

り，しっかり聞こうとしたりす

る。 

・単元の内容に興味を持ち、理

解を深める 

・ペアワークやグループワーク

において積極的に自分の考えを述

べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的に自

分の考えを述べているか。 

・ペアやグループでの言語

活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 
a. 俳句について，知っていること

や思っていることを発言しようと

したり，聞こうとしたりする。 

b. 英語の俳句について，自分で調

べてきたことを発言しようとした

り，しっかり聞こうとしたりする 

・英語での質問に適切に解答

す 

る。 

・ペアワークやグループワー

クにおいて自分の考えを表

現する。 

・学習した文法事項を用いて

自分の考えを表現する。 

 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語

活動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキン

グのテスト（TT で実施

予定）。 

「外国語理解の能力」 
 

a. なぜ俳句が海外で関心を集めて

いるのかが理解できている。 

b. 俳句を学ぶことによる利点につ

いて理解できている。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して答

えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関する

テスト 

・パラグラフごとの大意を日

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理

解しているか。 

・ワークシート等による

内容の整理と理解がで

きているか。 

・パラグラフごとの大意

を日本語でまとめられ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 



a. 助動詞＋受動態／仮定法過去 

の用法を知っている。 

b. 脚注や KEY LANGUAGE の表

現を理解している。 

c. 英語の俳句に関する知識がある 

 

 

英文中で用いられている意味

や用法を理解する。 

英文中で用いられている

意味や用法を理解してい

るか。 

・小テスト 

・定期テスト 

Lesson ９ 

Stephen's 

Story: A 

Story That 

Will Never 

End 

(１０時間) 

10 代でがんを

患っているこ

とを宣告され

た英国の青年

スティーヴン・

サットンに関

する英文を読

み，彼が生前に

取った行動と，

死後に残した

影響について

考える。言語の

機能面では，S

＋V＋O＋O(why 

～，how ～な

ど)／S＋V(知

覚動詞)＋O＋

C(分詞 )／ if 

節を使わない

仮定法過去な

どを意識しな

がら読み，用法

への理解を深

める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. ブログについて，知っているこ

とや思っていることを発言しよう

としたり，聞こうとしたりする。 

b. スティーヴン・サットンについ

て，自分で調べてきたことを発言

しようとしたり，しっかり聞こう

としたりする。 

・単元の内容に興味を持ち、理

解を深める 

・ペアワークやグループワーク

において積極的に自分の考えを述

べる。 

・単元の内容に興味を持

ち、理解を深めているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて積極的に自

分の考えを述べているか。 

・ペアやグループでの言語

活 

動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 
a. S＋V＋O＋O(why ～，how ～

など)／S＋V(知覚動詞)＋O＋

C(分詞)／if 節を使わない仮定法

過去 を用いて，正しい文を書く

ことができる。 

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話

す／書くことができる。 

c. 本文を読んで，自分の意見を話

す／書くことができる。 

・英語での質問に適切に解答

す 

る。 

・ペアワークやグループワー

クにおいて自分の考えを表

現する。 

・学習した文法事項を用いて

自分の考えを表現する。 

 

・英語での質問に適切に

解答しているか。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて自分の

考えを表現している

か。 

・学習した文法事項を用

いて自分の考えを表現

する。 

・ペアやグループでの言語

活動を観察する。 

・課題の提出 

・定期テスト 

・対面式によるスピーキン

グのテスト（TT で実施

予定）。 

「外国語理解の能力」 
a. スティーヴンがなぜ 46 のリスト

を作ったのかについて理解できてい

る。 

b. スティーヴンのブログがなぜ注

目されたのかが理解できている。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して答

えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関する

テスト 

・パラグラフごとの大意を日

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理

解しているか。 

・ワークシート等による

内容の整理と理解がで

きているか。 

・パラグラフごとの大意

を日本語でまとめられ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. S＋V＋O＋O(why ～，how ～

など)／S＋V(知覚動詞)＋O＋

C(分詞)／if 節を使わない仮定法

過去 の用法を知っている。 

b. 脚注や KEY LANGUAGE の表

現を理解している。 

c. スティーヴンが残した功績に関

する知識がある。 

英文中で用いられている意味

や用法を理解する。 

英文中で用いられている

意味や用法を理解してい

るか。 

・小テスト 

・定期テスト 

Lesson １０ 

Messages 

from a 

Trunk 

(１０時間) 

第二次世界大

戦直後の広島，

長崎の写真を

撮影し，数多く

の人々にその

悲惨さを訴え

続けたアメリ

カの写真家ジ

ョー・オダネル

に関する英文

を読み，その想

いを通して戦

争と平和につ

いて考える。言

語の機能面で

は ， so ～ 

that... ／仮定

法過去完了な

どを意識しな

がら読み，用法

への理解を深

める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. p.140 の写真について，知って

いることや思っていることを発言

しようとしたり，聞こうとしたり

する。 

b. 広島・長崎への原子爆弾投下に

ついて，自分で調べてきたことを

発言しようとしたり，しっかり聞

こうとしたりする。 

・単元の内容に興味を持ち、 

理解を深める 

・ペアワークやグループワー 

クにおいて積極的に自分の考 

えを述べる。 

・単元の内容に興味を持 

ち、理解を深めている 

か。 

・ペアワークやグループ 

ワークにおいて積極的に 

自分の考えを述べている 

か。 

・ペアやグループでの言 

語活動を観察する。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語表現の能力」 
a. so ～ that...／仮定法過去完了 

を用いて，正しい文を書くことが

できる。 

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話

す／書くことができる。 

c. 本文を読んで，自分の意見を話

す／書くことができる。 

・単語・語句を口頭で練習す 

る。 

・ワークシート等による内容 

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関する 

テスト 

・パラグラフごとの大意を日 

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理 

解しているか。 

・ワークシート等による 

内容の整理と理解ができ 

ているか。 

・パラグラフごとの大意 

を日本語でまとめられる 

か。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「外国語理解の能力」 
a. ジョー・オダネル氏が敗戦後の日

本の写真を撮影したいきさつについ

て理解できている。 

b. ジョー・オダネル氏がなぜ写真を

公開することにしたのかが理解でき

ている。 

c. 各 Part の脚注 CQ の問いに対

し，本文の流れを的確に把握して答

えることができる。 

・単語・語句を口頭で練習す

る。 

・ワークシート等による内容

の整理と理解。 

・英文の音読 

・単語、語句、内容に関する

テスト 

・パラグラフごとの大意を日

本語でまとめる。 

・単語・語句の意味を理

解しているか。 

・ワークシート等による

内容の整理と理解がで

きているか。 

・パラグラフごとの大意

を日本語でまとめられ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. so ～ that...／仮定法過去完了 

の用法を知っている。 

英文中で用いられている意味

や用法を理解する。 

英文中で用いられている

意味や用法を理解している

・小テスト 

・定期テスト 



b. 脚注や KEY LANGUAGE の表

現を理解している。 

c. 敗戦後の日本の復興に関する知

識がある。 

か。 

 


